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新
庁
舎
整
備
検
討
特
別
委
員
会
調
査
報
告
書
（
中
間
報
告
）

　

新
庁
舎
整
備
事
業
は
平
成
27
年

5
月
に
基
本
計
画
が
決
定
さ
れ
、

同
時
に
建
築
工
事
費
の
高
騰
を
理

由
に
事
業
が
延
期
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
平
成
28
年
4
月
に
熊
本

地
震
が
発
生
し
、
現
地
の
市
庁
舎

が
大
き
な
被
害
を
受
け
た
事
例
も

あ
り
、
防
災
拠
点
と
し
て
の
市
庁

舎
の
必
要
性
が
全
国
的
に
も
高
ま

り
、
本
市
に
お
い
て
も
防
災
拠
点

の
必
要
性
を
考
慮
し
、
建
築
工
事

費
は
高
止
ま
り
の
ま
ま
だ
が
新
庁

舎
整
備
事
業
が
再
開
さ
れ
ま
し

た
。

　

議
会
に
お
い
て
は
新
庁
舎
整
備

事
業
再
開
後
、
新
庁
舎
整
備
検
討

特
別
委
員
会
を
平
成
29
年
6
月
に

設
置
し
議
論
を
重
ね
て
き
ま
し
た

が
、
各
委
員
の
意
見
は
大
き
く
分

け
て
賛
成
、
反
対
に
分
か
れ
ま
し

た
。

　

ま
ず
、
賛
成
派
の
意
見
と
し

て
、
①
基
本
計
画
は
議
会
も
認
め

て
来
て
、
今
更
疑
義
を
唱
え
る
こ

と
自
体
が
不
合
理
で
あ
る
。
②
現

在
の
庁
舎
の
位
置
は
鹿
沼
市
の
中

心
市
街
地
に
あ
り
、
昔
か
ら
市
民

に
慣
れ
親
し
ま
れ
て
き
た
歴
史
あ

る
場
所
で
あ
る
。
③
今
ま
で
も
度

重
な
る
住
民
説
明
会
等
に
よ
り
住

民
の
理
解
も
一
定
程
度
は
得
ら
れ

て
い
る
。
④
建
築
工
事
費
の
高
騰

に
つ
い
て
も
、
全
体
事
業
費
60
億

円
の
予
算
内
で
、
可
能
な
限
り
木

造
木
質
化
を
進
め
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
。
⑤
交
通
の
不
便
も
な
く

計
画
さ
れ
た
駐
車
場
台
数
で
十
分

で
あ
り
、
防
災
拠
点
と
し
て
の
役

割
も
果
た
せ
る
等
の
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。

　

次
に
、
反
対
派
の
意
見
と
し

て
、
①
建
築
工
事
費
が
高
騰
化
し

た
ま
ま
で
は
、
建
築
規
模
の
縮
小

化
等
が
必
要
と
な
り
、
十
分
な
市

民
サ
ー
ビ
ス
を
行
え
な
い
。
そ
こ

で
、
現
庁
舎
敷
地
で
な
く
、
も
っ

と
広
い
敷
地
に
低
層
階
の
庁
舎
を

建
築
す
る
こ
と
で
、
建
築
工
事
費

が
圧
縮
さ
れ
、
木
の
ま
ち
鹿
沼
に

ふ
さ
わ
し
い
木
造
庁
舎
が
建
築
可

能
と
な
り
、
地
元
経
済
の
活
性
化

に
も
貢
献
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

②
現
在
の
計
画
よ
り
多
く
の
駐
車

場
を
用
意
す
る
こ
と
で
、
避
難
し

て
き
た
住
民
も
十
分
に
駐
車
可
能

と
な
り
、
災
害
時
の
緊
急
車
両

等
の
出
入
り
も
ス
ム
ー
ズ
に
行
え

る
。
③
現
在
の
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
あ
ま
り
に
も
拙
速
で
、
も
っ

と
時
間
を
か
け
て
検
討
し
た
方
が

住
民
に
よ
り
良
い
庁
舎
が
出
来
る

等
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
意
見
の
隔
た
り
が

あ
る
た
め
、
当
委
員
会
で
は
各
々

の
委
員
の
意
見
を
次
の
通
り
報
告

し
、
執
行
部
に
対
し
、
今
後
新
庁

舎
整
備
事
業
を
進
め
る
に
当
た
り

十
分
に
検
討
を
行
う
よ
う
求
め
る

事
を
報
告
し
ま
す
。

各議員の新庁舎整備についての考えを公開!!

議長から市長へ、中間報告書を提出しました
　新庁舎整備再開を受けて、平成29年６月26日に新庁舎整備検討
特別委員会を設置しました。その中で議論を重ねてきましたが、現
計画での整備に対し、各委員の意見は大きく分かれました。そこ
で、全議員に対してアンケートを実施し、平成29年12月18日に中
間報告としてまとめ、市長へ提出しました。今回は、中間報告書の
全文を掲載し、新庁舎整備に対する各議員の考えを公開します。～全議員アンケートを実施～

特集
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意見集約日　平成29年11月27日

 新庁舎の整備について、現庁舎の位置（今宮町の敷地）で良いか。

良　　い 良くない（ここなら良いと思う場所）

委
　
員

石川さやか、島田一衛、阿部秀実、加藤美智子、
市田登、舘野裕昭、大貫毅、小島実、湯澤英之、
大島久幸、大貫武男、船生哲夫

鈴木毅（上殿町警察署北側）、佐藤誠（御殿山球
場、上殿町）、荒井正行（上殿町等）、鈴木敏雄（上
殿町消防署周辺、御殿山公園）、谷中恵子（上殿町
消防署周辺、御殿山公園）、津久井健吉（上殿町警
察署北側）、関口正一（上殿町警察署北側）、
増渕靖弘（上殿町警察署北側）、横尾武男（上殿町
警察署北側）、鰕原一男（上殿町警察署北側、御殿
山公園）、赤坂日出男（村井町ベイシア跡地）

 交通アクセスの利便性は十分か。

十　　分 不　十　分

委
　
員

石川さやか、島田一衛、阿部秀実、加藤美智子、
舘野裕昭、大貫毅、小島実、湯澤英之、大島久幸、
大貫武男、船生哲夫

鈴木毅、市田登、佐藤誠、荒井正行、鈴木敏雄、
谷中恵子、津久井健吉、関口正一、増渕靖弘、
横尾武男、鰕原一男、赤坂日出男

 駐車場の計画は十分か。

十　　分 不　十　分

委
　
員

石川さやか、島田一衛、阿部秀実、加藤美智子、
舘野裕昭、大貫毅、小島実、湯澤英之、大島久幸、
大貫武男、船生哲夫

鈴木毅、市田登、佐藤誠、荒井正行、鈴木敏雄、
谷中恵子、津久井健吉、関口正一、増渕靖弘、
横尾武男、鰕原一男、赤坂日出男

 防災拠点としての機能、役割は十分か。

十　　分 不　十　分

委
　
員

石川さやか、島田一衛、阿部秀実、加藤美智子、
舘野裕昭、大貫毅、小島実、湯澤英之、大島久幸、
大貫武男、船生哲夫

鈴木毅、市田登、佐藤誠、荒井正行、鈴木敏雄、
谷中恵子、津久井健吉、関口正一、増渕靖弘、
横尾武男、鰕原一男、赤坂日出男

 どのような構造が良いか。

鉄筋コンクリート造及び一部木造木質化 木造木質化

委
　
員

石川さやか、島田一衛、阿部秀実、加藤美智子、
舘野裕昭、荒井正行、大貫毅、鈴木敏雄、小島実、
湯澤英之、大島久幸、大貫武男、船生哲夫

鈴木毅、市田登、佐藤誠、谷中恵子、津久井健吉、
関口正一、増渕靖弘、横尾武男、鰕原一男、
赤坂日出男

建設規模12,000㎡が、総事業費60億円で建設可能と思うか。

可　　能 不　可　能

委
　
員

石川さやか、島田一衛、阿部秀実、加藤美智子、
市田登、舘野裕昭、大貫毅、鈴木敏雄、小島実、
湯澤英之、大島久幸、大貫武男、船生哲夫

鈴木毅、佐藤誠、荒井正行、谷中恵子、
津久井健吉、関口正一、増渕靖弘、横尾武男、
鰕原一男、赤坂日出男
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 鈴木　　毅

　これから人口減に向かう日本社会に対し、維
持費等がかかる３階建以上の建物はランニング
コストが上る為、低層が良いと思う。他の市町
役場は全て２階ないし４階建で建設しているこ
とは、それを物語っていると思います。

 石川さやか

　市議会の三分の二以上の同意が無ければ現
地からの移転ができない以上、移転の議論は無
意味。コンパクトシティーを見据えた上で、鹿
沼のシンボルとなるような庁舎建設のための現
実的で実のある議論を推し進めるべき。

 阿部　秀実

　現庁舎の位置での建替えは５年前から市と市
民と議会の協力により決めてきた。建設計画を
進めることでＢＣＰの確立と市民・職員の安全
確保を。ただし、敷地内の南側の建設や60億円
を超える予算では反対をします。

 島田　一衛

　新庁舎整備基本計画に基づく基本設計の予
算は議会で議決されています。東京五輪建設資
材高騰の為中断中で有りましたが後戻りする事
なく防災拠点として早期に市民に愛される新庁
舎整備を推進して頂きたいと思います。

 市田　　登

　市民の声が二分している事を考慮すれば分
庁舎方式が良い。分庁舎のメリットとして身近
で便利、災害時の活動拠点が分散する事で、よ
り市民サービスが出来る。駐車場の確保がしや
すく、地域も活気が出て合理的である。

 加藤　美智子

　ＲＣ造とし一部を木質化。木のまち鹿沼を
ＰＲできる造とする。今後も鹿沼の中心市街地
の顔として存在させ市民の憩の場を確保する。
防災拠点のセンター的機能を担い地区コミセン
と深く連動させ、有事の際の司令塔とする。

 舘野　裕昭

　中心市街地の活性化を促進させ、伝統と市民
に馴染みの持てる庁舎を現庁舎位置で迅速に
進めて戴きたい。少子高齢化が加速する中、今
後の基本設計等で市民に優しい空間を提供出
来るようにして行きたいと考えます。

 佐藤　　誠

　手狭な土地に無理に建てるべきではない。大
手ゼネコンありきのコンクリートのビルより、
地元の木材と職人と業者による新庁舎で地元経
済を活性化すべき。大胆で公平な発想で鹿沼の
百年先の発展の可能性を追求すべき。

 大貫　　毅

　市民代表による推進会議など多くの市民の声
を踏まえ、現庁舎位置で建替える基本計画が策
定されている。この基本計画に基づく基本設計
の平成29年度予算を、議会として決定している
のだから、後戻りはありえない。

 荒井　正行

　新庁舎整備は、市民の利便性の向上の為に
は、駐車場の台数や幅など質の改善は必須。事
業の延期により、スケジュールが当初予定から
変更になった為、整備内容や位置変更も含めて
再検討すべき。

自由意見
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 谷中　恵子

　市役所のあるべき姿、市民の利便性を図るた
め、ワンストップサービスが十分取り入れられ
る各階の床面積を確保すると共に、安心して停
められる駐車スペース、駐車場が必須であり、
できるだけ広い土地への建設を望む。

 鈴木　敏雄

　市民サービスの点から考えると、交通アクセ
スの利便性、駐車場スペース等の点から、現庁
舎の位置では不十分と考える。執行部にはその
点を考えてもらいたい。

 小島　　実

　候補地の一つ「下水道事務所周辺地域」は黒
川上流で大規模水害が発生した場合、さつき大
橋に流木瓦れきが掛りせき止になり、また川の
近くは水害時は常に心配だ。那須の水害で復旧
工事に従事した私は川、橋の近くは反対。

 津久井　健吉

　もっと、広い場所の消防、警察がある上殿
の位置が最適。アクセスの良い、駐車場も多く
200台～300台は数多く取り、防災に備える。木
造木質化、木のまち鹿沼にふさわしい建物を作
る。

  増渕　靖弘

　現市庁舎の場所は、防災拠点としては、道
路、駐車場共に狭く、これからの50年先を考え
ると、交通アクセスも良く、広い敷地に完全木
造木質化の新市庁舎を建設する事が、これから
の鹿沼市の中心になると考えます。

 湯澤　英之

　先人から受け継がれた現庁舎であり、後世に
その伝統と文化、誇りを継承する意味と、これ
からも鹿沼市が、持続的に発展する中で伝統を
重んじる事を育てる意味を持つよう、現庁舎で
建設する事で了承していきたい。

 鰕原　一男

　子孫に誇れる新庁舎整備を目指し、将来を考
え発展の可能性のある新たな広い場所に建設す
ること。市民のゆとりと利便性の向上に応える
駐車場が十分確保でき“地材地建”をコンセプ
トに木造木質の新庁舎建設の実現を。

 横尾　武男

　今日の車社会の現状では現在の所では狭す
ぎる。常に駐車場の事で苦慮する。市民の為
の庁舎であるべき。防災拠点としては不適であ
る。警察署道路北側付近を買収又は市の所有地
が適当。鹿沼材を使用する。十分議論する。

 赤坂　日出男

　下水道施設の隣の用地以外の選択を考えて
みてはいかがか？総工費60億円は、現状で不可
能だと思う。万が一予算通りで建設ができない
場合は、どうするのか。面積を減らすのか？補
正を組むのか？心配で眠れない。

 大島　久幸

　鹿沼市の街づくり歴史的経緯を考え現地が最
適。交通不便無く計画駐車台数で十分。防災拠
点機能等は計画立案する中で検討し十分なもの
とする。ＲＣ造で一部木造木質化を行う。60億
円で可能な建物とし多少増額は認める。

自由意見
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 船生　哲夫

　御殿山公園の一部である「テニスコート」を
庁舎の一部として利用する。

 大貫　武男

　私は、現庁舎位置に建設すべきと思います。
歴史的にも、又本市が進めている街づくりにも
合致しています。各地区ごとにコミュニティセ
ンターが設置されおり、人口減少している今、
60億円以内での建設にすべきです。

庁舎の視察を行いました。
　平成30年１月29日、新庁舎整備の研究のため、新庁舎整備検討特別委員会と総務常任委員会が合同で、下野市と那
珂川町の庁舎の視察を実施しました。当日は、新庁舎整備について事業説明を受けるとともに、庁舎を見学しました。
両庁舎とも県産材、地元産材が活用されており、大変参考になりました。

自由意見

▲正副委員長から正副議長へ

下野市視察

▲議長から市長へ

那珂川町視察
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常任委員会の行政視察
総務常任委員会

○11月21日　熊本県　合
こう

志
し

市
　「公共施設等総合管理計画」
○11月22日　熊本県　宇

う

土
と

市
　「震災復興計画」

合志市の公共施設等総合管理計画について
　計画の基本構成として「新しく造る」ことから「賢く使
う」ことへの転換というコンセプトの下で、①保有総量の
抑制・適正化、②施設の計画保全と長寿命化の推進、③施
設運営コストの縮減という３つの柱を掲げています。計画
の最終年度の人口一人当たりの延べ床面積の目標は2.3平
方メートル、これは面積ベースで現時点から10％削減す
ることであり、この目標は人口が今後も増加傾向という恵
まれた稀有な条件を考慮し、27.4％削減を掲げる本市と比
較すると極めて実現可能であると言えます。

文教民生常任委員会
○11月13日　京都府　綾

あや

部
べ

市
　「あやバス」
○11月14日　京都府　京

きょう

丹
たん

後
ご

市
「上限200円バス」「EV乗合タクシー」

京丹後市の「上限200円バス」について
　京丹後市のバスは民間事業者の路線バスと市営バスから
なり、平成19年10月から運賃を全市内上限200円とする
取り組みを行っています。上限バスの基本的な考え方は、
200円×7人の発想で、多くの市民が乗って喜んでくれる
ことで「住民福祉」の増進を図るというものです。「利用
者視点に立ち、利便性の向上策を考えること」「１回の乗
車での満足でなく、愛されるバスとすること」により、補
助金を生きた補助金にする取り組みでした。こうした視点
を考えなければならないと感じました。

環境経済常任委員会
○10月24日　北海道河西郡　芽

め

室
むろ

町
　「木質バイオマス」
○10月25日　北海道河東郡　鹿

しか

追
おい

町
　「鹿追町環境保全センター」

鹿追町の鹿追町環境保全センターについて
　鹿追町環境保全センターは、集中型バイオマスプラント
であり、家畜排せつ物や生ごみ等のバイオマスを嫌気性発
酵することにより生じたバイオガスを利用し発電し、発酵
処理後のバイオマスを有機質肥料として利活用しています。
このセンターの設置により、環境の改善・農業生産力の向
上・地球温暖化の防止・循環型社会の形成・地域経済活性
化の推進と一石五鳥のメリットがある他に、余剰熱の利用
により、チョウザメの飼育や農作物の栽培を取り入れ、雇
用創出はもとより地域経済に貢献しています。施設運営等
の成功事例として大変参考になりました。

建設水道常任委員会
○11月13日　鳥取県　鳥

とっ

取
とり

市
　「鳥取市道路アセットマネジメント基本計画」
○11月14日　鳥取県　米

よな

子
ご

市
　「米子駅南北自由通路等整備事業」

鳥取市の「鳥取市道路アセットマネジメント基本計画」
について
　今後、急速に老朽化が進む道路施設は、持続可能で的確
な維持管理・更新をするための長寿命化計画を作成し、そ
して、道路アセットマネジメントに取り組み、ライフサイ
クルコストを縮減させ、更新時期の平準化と費用の最小化
を図りながら、対症療法型から予防保全型の道路管理へ転
換していくことが必要です。鳥取市では、対症療法型から
予防保全型にシフトすることで工事費用を圧縮する目標を
立てることが可能となりました。
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を
政
市問
う

第４回定例会で17人が登壇
鹿沼市政について質問をしました。

12/　
６～８

石 議員

質　
　

問  

　

子
ど
も
の
遊
び
場
に
つ
い
て
①
整

備
場
所
②
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
③

メ
イ
ン
と
な
る
遊
具
と
コ
ン
セ
プ
ト

に
つ
い
て
伺
う
。

答　
　

弁
（
市　

長
）  

「
み
ど
り
の
産
業
館
」を
屋
内
遊

び
場
と
し
て
改
修
し
、木
育
の

拠
点
と
な
る
よ
う
な
整
備
を
考

え
て
い
ま
す
。

　

①
こ
れ
ま
で
候
補
地
を
検
討
し
て

き
た
結
果
、
鹿
沼
市
花
木
セ
ン
タ
ー

の
「
み
ど
り
の
産
業
館
」
を
改
修
し
、

屋
内
遊
び
場
と
し
て
整
備
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　

②
平
成
30
年
度
に
設
計
を
行
い
、

そ
の
翌
年
度
に
改
修
工
事
と
遊
具
の

設
置
を
考
え
て
お
り
、
平
成
31
年
度

か
ら
平
成
32
年
度
の
当
初
に
は
オ
ー

プ
ン
す
る
予
定
で
す
。

　

③
栃
木
県
内
他
市
と
の
差
別
化
を

図
り
、
市
内
外
か
ら
人
を
呼
び
込
む

た
め
に
は
、
本
市
な
ら
で
は
の
特
徴

を
持
つ
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

現
時
点
で
は
本
市
の
森
林
認
証
材

で
つ
く
ら
れ
た
遊
具
に
あ
ふ
れ
、
子

供
た
ち
に
魅
力
い
っ
ぱ
い
の
木
育
の

拠
点
と
な
る
よ
う
、
メ
イ
ン
の
遊
具

に
は
、「
木
の
ま
ち
か
ぬ
ま
」
を
ア

ピ
ー
ル
で
き
、
か
つ
子
ど
も
の
遊
び

場
の
象
徴
と
な
る
よ
う
な
大
型
木
製

遊
具
の
設
置
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

併
せ
て
、
木
育
体
験
を
メ
ニ
ュ
ー

と
し
た
様
々
な
事
業
を
実
施
し
、
一

緒
に
来
た
家
族
な
ど
幅
広
い
年
齢
層

の
来
場
者
も
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、

食
育
や
花
育
な
ど
の
体
験
メ
ニ
ュ
ー

も
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

石 川 さやか
子
ど
も
の
遊
び
場
の
整
備
に
つ
い
て

伺
う

そ
の
他
の
質
問
事
項

〇
医
療
的
ケ
ア
児
の
保
育
支
援
に
つ
い
て

〇
中
学
校
の
部
活
動
に
つ
い
て

〇
市
庁
舎
建
て
替
え
に
つ
い
て
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船 議員鈴 議員

質　
　

問  

　

下
水
道
事
務
所
周
辺
の
土
地
に
つ

い
て
伺
う
。

答　
　

弁
（
市　

長
）  

将
来
的
に
黒
川
終
末
処
理
場
の

再
構
築
用
地
を
予
定
し
て
い
る

た
め
、目
的
外
使
用
は
不
適
当

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

ま
ず
、
浸
水
区
域
と
し
て
の
水
防

法
に
基
づ
く
水
深
に
つ
い
て
は
、
平

成
20
年
５
月
に
県
よ
り
指
定
を
さ

れ
、
現
時
点
で
は
下
水
道
事
務
所
周

辺
の
土
地
の
水
深
は
「
0.5
か
ら
１
メ

ー
ト
ル
未
満
」
の
第
２
段
階
で
す
。

平
成
27
年
７
月
の
水
防
法
の
改
定
に

伴
い
、
県
で
は
見
直
し
の
た
め
再
調

査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
近
年
の
ゲ
リ

ラ
豪
雨
に
伴
う
洪
水
に
よ
り
、
下
水

道
事
務
所
周
辺
の
地
域
に
つ
い
て
も

水
深
が
か
な
り
深
く
な
る
も
の
と
推

測
し
て
い
ま
す
。

　

下
水
道
事
務
所
西
側
の
土
地
は
、

下
水
道
用
地
と
し
て
国
庫
補
助
を
導

入
し
取
得
し
た
土
地
で
す
。
目
的
外

の
用
途
に
使
用
す
る
場
合
は
、
処
理

場
用
地
の
縮
減
事
由
が
下
水
道
事
業

に
と
っ
て
有
効
と
な
る
こ
と
を
示
し

た
上
で
、
都
市
計
画
決
定
や
下
水
道

事
業
計
画
の
変
更
等
、
関
係
法
令
に

基
づ
く
手
続
き
が
必
要
と
な
り
、
国

庫
補
助
金
の
返
還
も
必
要
と
な
り
ま

す
。
現
在
、
災
害
対
策
用
地
と
し
て

利
用
し
て
い
ま
す
が
、
将
来
的
に
黒

川
終
末
処
理
場
の
事
業
用
地
と
し

て
、
施
設
の
再
構
築
用
地
を
予
定
し

て
い
る
た
め
、
目
的
外
使
用
は
課
題

も
多
く
、
不
適
当
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。

質　
　

問  

　

市
に
お
け
る
栃
木
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
伺
う
。

答　
　

弁
（
経
済
部
長
）  

目
玉
と
な
る
特
別
企
画
と
し
て

「
鹿
沼
春
の
彫
刻
屋
台
ま
つ
り
」

の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
４
月
か
ら
６
月
が
本
デ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

期
間
に
位
置
付
け
ら
れ
、
集
中
的
に

広
告
宣
伝
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動

が
行
わ
れ
、
全
国
へ
地
域
の
魅
力
を

発
信
で
き
る
と
と
も
に
、
多
く
の
観

光
客
が
訪
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

　

次
年
度
４
月
か
ら
の
取
り
組
み

は
、
プ
レ
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
で
の
課
題
で
あ
っ
た
目

玉
と
な
る
特
別
企
画
と
し
て
「
鹿
沼

春
の
彫
刻
屋
台
ま
つ
り
」
の
開
催
を

４
月
29
日
に
予
定
し
て
い
ま
す
。
内

容
は
、
鹿
沼
秋
ま
つ
り
ダ
イ
ジ
ェ
ス

ト
版
と
し
て
け
ん
ら
ん
豪
華
な
彫
刻

屋
台
を
特
別
公
開
す
る
も
の
で
、
こ

の
機
会
に
観
光
客
が
市
内
を
回
遊
で

き
る
よ
う
「
い
ち
ご
フ
ェ
ア
」
や
飲

食
店
な
ど
と
の
連
動
企
画
を
検
討
し

て
お
り
、
さ
ら
な
る
鹿
沼
フ
ァ
ン
の

獲
得
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
期
間
中
に
は
市
内
事

業
者
へ
の
説
明
会
や
意
見
交
換
会
を

重
ね
て
企
画
さ
れ
た
15
事
業
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

　

市
・
市
民
・
市
内
事
業
者
が
一
丸

と
な
っ
て
本
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
取
り
組
み
、
そ
の

後
も
継
続
的
に
地
域
に
根
付
く
観
光

素
材
の
発
掘
・
磨
き
上
げ
に
努
め
、

地
域
の
活
性
化
、
交
流
人
口
の
増
加

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

船 生　哲夫鈴 木　敏雄
新
庁
舎
整
備
に
つ
い
て
伺
う

観
光
振
興
に
つ
い
て
伺
う

そ
の
他
の
質
問
事
項

〇
平
成
30
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て

〇
防
災
対
策
に
つ
い
て

〇
道
路
行
政
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問
事
項

〇
平
成
30
年
度
の
予
算
編
成
に
つ
い
て

〇
子
ど
も
の
遊
び
場
整
備
に
つ
い
て

〇
市
民
活
動
等
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
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島 議員 小 議員

質
　
　
問  

　
い
じ
め
、
不
登
校
防
止
対
策
に
つ

い
て
伺
う
。

答
　
　
弁
（
教
育
長
） 

い
じ
め
は
６
月
と
12
月
に
啓

発
活
動
を
実
施
し
、不
登
校
は

欠
席
状
況
調
査
を
実
施
し
、早

期
発
見
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
い
じ
め
の
予
防
に
つ
い
て
は
、
発

生
件
数
が
最
も
多
い
６
月
に
市
内
全

小
中
学
校
に
お
い
て
啓
発
活
動
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
12
月
の

人
権
週
間
に
合
わ
せ
て
「
い
じ
め
防

止
啓
発
週
間
」
を
設
定
し
、
人
権
教

育
と
と
も
に
推
進
し
て
い
ま
す
。
不

登
校
の
予
防
に
つ
い
て
は
、
欠
席
状

況
調
査
を
実
施
し
、
不
登
校
傾
向
児

童
生
徒
の
早
期
発
見
に
努
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
い
じ
め
・
不
登
校
双
方

の
予
防
と
し
て
は
、
個
人
や
学
級
の

状
態
を
把
握
し
、
学
級
経
営
に
活
用

す
る
「
楽
し
い
学
校
生
活
を
送
る
た

め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
（
Ｑ
Ｕ
テ
ス
ト
）」

の
実
施
や
教
職
員
を
対
象
と
し
た
研

修
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
次
に
、
支
援
策
で
す
が
、
い
じ
め

の
報
告
を
受
け
た
際
に
は
「
鹿
沼
市

い
じ
め
防
止
基
本
方
針
」
を
も
と
に
、

学
校
に
対
し
て
必
要
な
支
援
や
措
置

を
講
じ
て
お
り
、
再
発
防
止
に
向
け

て
適
切
か
つ
継
続
的
な
指
導
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
不
登
校
児
童
生
徒

へ
は
、
年
間
15
回
程
度
開
催
し
て
い

る
「
不
登
校
対
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会

議
」
で
事
例
検
討
を
行
い
、
関
係
機

関
と
連
携
し
て
学
校
復
帰
や
社
会

復
帰
に
向
け
た
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
本
市
の
適
応
指
導
教
室

（
通
称
ア
メ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ム
）
で
は
、

児
童
生
徒
が
自
ら
の
進
路
を
主
体
的

に
捉
え
、
社
会
的
自
立
が
で
き
る
よ

う
、
指
導
主
事
、
教
員
、
教
育
相
談

専
門
員
が
指
導
・
支
援
を
し
て
い
ま

す
。

質
　
　
問  

　
本
市
の
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊

の
活
動
状
況
並
び
に
今
後
の
有
害
鳥

獣
に
対
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺

う
。

答
　
　
弁
（
経
済
部
長
）  

市
長
指
名
の
職
員
７
名
と
猟

友
会
推
薦
の
狩
猟
免
許
の
あ

る
43
名
を
任
命
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
平
成
28
年
４
月
１
日

に
総
勢
50
名
に
よ
る
鹿
沼
市
鳥
獣
被

害
対
策
実
施
隊
を
結
成
し
ま
し
た
。

実
施
隊
の
活
動
は
、
被
害
地
や
被
害

の
恐
れ
の
あ
る
箇
所
の
見
回
り
、
緊

急
時
の
対
応
、
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
な

ど
で
す
。

　
次
に
、
鹿
沼
市
鳥
獣
被
害
対
策
実

施
隊
員
ま
た
は
協
力
員
の
指
名
・
任

命
に
つ
い
て
は
、
実
施
隊
は
50
名
で
、

市
長
が
指
名
し
た
職
員
７
名
と
猟
友

会
か
ら
推
薦
の
あ
っ
た
狩
猟
免
許
の

あ
る
者
43
名
を
任
命
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
有
害
鳥
獣
に
対
す
る
取
り

組
み
に
つ
い
て
は
、
国
の
補
助
金
を

活
用
し
た
侵
入
防
護
柵
を
設
置
し
た

地
区
に
お
い
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
等
に

よ
り
被
害
状
況
や
防
護
柵
設
置
の
効

果
を
検
証
し
、
よ
り
効
果
的
な
防
護

柵
の
設
置
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
併
せ
て
、
鹿
沼
市

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
に
よ
る
目
撃

情
報
の
多
い
箇
所
へ
の
集
中
的
な
パ

ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
放
置
作
物
へ

の
指
導
を
行
う
と
と
も
に
、
野
生
鳥

獣
の
近
づ
き
に
く
い
環
境
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
新
た

な
施
策
と
し
て
、
セ
ン
サ
ー
付
き
大

型
囲
い
わ
な
及
び
オ
オ
カ
ミ
を
模
し

た
威
嚇
装
置
の
導
入
を
進
め
、
効
果

的
な
有
害
鳥
獣
対
策
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

小 島　 実島 田　一衛
い
じ
め
、
不
登
校
に
つ
い
て
伺
う

鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て
伺
う

そ
の
他
の
質
問
事
項

〇
新
庁
舎
整
備
に
つ
い
て

〇
道
徳
と
心
の
教
育
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問
事
項

〇
犬
猫
殺
処
分
ゼ
ロ
に
向
け
た
取
り
組
み

　に
つ
い
て

〇
災
害
対
策
に
つ
い
て

2018　198号 （　）10



大 議員大 議員

質　
　

問  

　

森
林
認
証
材
の
普
及
に
つ
い
て
、

①
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
施
設
へ
の
鹿

沼
産
森
林
認
証
材
の
売
り
込
み
に
つ

い
て
②
鹿
沼
産
森
林
認
証
材
の
供
給

に
つ
い
て
伺
う
。

答　
　

弁
（
市　

長
）  

「
ビ
レ
ッ
ジ
プ
ラ
ザ・
選
手
村
」

に
認
証
材
を
供
給
す
る
こ
と

が
正
式
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

①
こ
れ
ま
で
国
や
栃
木
県
の
行
政

機
関
に
５
回
、
木
材
関
連
団
体
や
大

手
建
設
会
社
へ
９
回
、
私
が
直
接
訪

問
を
し
、
鹿
沼
産
材
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
今
後
も
Ｐ
Ｒ
の
機
会

を
逃
さ
ぬ
よ
う
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を

含
め
、
様
々
な
売
り
込
み
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
Ｐ
Ｒ
活
動
と

早
く
か
ら
の
森
林
認
証
取
得
を
進
め

た
結
果
、
10
月
に
「
ビ
レ
ッ
ジ
プ
ラ

ザ
・
選
手
村
」
に
認
証
材
を
供
給
す

る
こ
と
が
正
式
に
決
定
を
し
ま
し
た
。

　

②
現
在
本
市
で
は
、
小
規
模
な
森

林
所
有
者
や
中
小
規
模
の
林
業
木

材
事
業
所
を
メ
ン
バ
ー
に
「
鹿
沼
市

森
林
認
証
協
議
会
」
を
組
織
し
、
そ

の
事
務
局
を
担
っ
て
い
ま
す
。
役
割

は
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
強
み
を
生

か
し
、
業
界
の
協
力
を
得
て
、
私
自

身
が
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行
い
林
業

木
材
業
界
へ
つ
な
ぐ
ル
ー
ト
を
確
保

し
て
き
ま
し
た
。
将
来
的
に
は
製
品

の
売
り
込
み
・
販
売
戦
略
等
は
業
界

を
中
心
に
実
施
し
て
い
く
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
事
業
者
の
確
保
は
、
現
在

認
証
を
受
け
て
い
る
事
業
者
が
11
社

で
あ
り
、
さ
ら
な
る
認
証
事
業
者
の

拡
大
を
図
る
た
め
、
認
証
取
得
費
用

の
２
分
の
１
を
補
助
す
る
制
度
を
行

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
グ
ル
ー

プ
認
証
に
加
入
で
き
な
い
規
模
の
大

き
な
企
業
・
事
業
所
等
と
は
事
業
の

提
携
を
約
束
し
、
協
議
会
の
会
員
と

い
う
形
で
結
び
つ
き
を
強
く
し
、
協

力
体
制
を
構
築
し
て
い
ま
す
。

　

質　
　

問  

　

建
築
、
土
木
工
事
の
入
札
状
況
に

つ
い
て
、
①
平
成
28
年
度
の
平
均
落

札
率
②
一
般
競
争
入
札
対
応
の
案
件

を
指
名
競
争
入
札
に
改
め
る
考
え
は

な
い
の
か
を
伺
う
。

答　
　

弁
（
市　

長
）  

指
名
競
争
入
札
の
拡
大
を
引

き
続
き
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

①
平
成
28
年
度
の
建
築
・
土
木

工
事
の
一
般
競
争
入
札
案
件
が
102
件

で
、指
名
競
争
入
札
は
145
件
で
あ
り
、

平
均
落
札
率
は
、
一
般
競
争
入
札
で

は
92
・
85
％
、
工
事
別
で
は
建
築
工

事
が
94
・
05
％
、
土
木
工
事
が
91
・

65
％
で
す
。

　

②
一
般
競
争
入
札
は
手
続
き
の
客

観
性
・
透
明
性
が
高
い
た
め
、
発
注

者
の
裁
量
の
余
地
が
少
な
く
、
公
告

及
び
入
札
結
果
等
が
広
く
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
に
公
表
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
第
三
者
に
よ
る
監
視
が
容
易
で
あ

り
、
ま
た
、
潜
在
的
な
競
争
参
加

者
の
数
が
多
い
こ
と
か
ら
不
正
が
起

き
に
く
い
等
の
特
徴
を
有
し
て
い
ま

す
。
一
方
、
指
名
競
争
入
札
は
信
頼

で
き
る
受
注
者
を
選
定
し
、
手
続
き

が
簡
易
で
早
期
に
契
約
で
き
る
等
の

利
点
を
有
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
本
市
で
は
、
予
定
価
格
500
万

円
以
上
の
建
築
・
土
木
工
事
は
一
般

競
争
入
札
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
近

年
多
発
す
る
自
然
災
害
へ
の
対
応
と

し
て
、
工
事
を
早
期
に
着
手
で
き
る

よ
う
本
年
11
月
か
ら
は
、
災
害
復
旧

の
入
札
に
つ
い
て
は
同
様
の
取
り
扱

い
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
透
明
性
・
公
平
性
の
確

保
を
図
る
と
と
も
に
、
事
業
執
行
の

迅
速
化
・
効
率
化
に
資
す
る
適
切
な

規
模
で
の
指
名
競
争
入
札
の
拡
大
に

つ
い
て
、
引
き
続
き
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

大 貫　武男 大 島　久幸
森
林
認
証
材
に
つ
い
て
伺
う

入
札
制
度
に
つ
い
て
伺
う

そ
の
他
の
質
問
事
項

〇
新
庁
舎
の
整
備
計
画
に
つ
い
て

〇
行
政
情
報
の
発
信
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問
事
項

〇
公
共
施
設
等
の
利
活
用
に
つ
い
て

〇
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

〇
焼
却
灰
の
溶
融
施
設
に
つ
い
て
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加 議員

質
　
　
問  

　
①
地
区
別
の
申
請
状
況
②
今
後
の

見
通
し
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
　
弁
（
市
　
長
）  

現
時
点
で
は
、
５
地
区
か
ら

申
請
書
が
提
出
さ
れ
、
交
付

決
定
を
行
い
ま
し
た
。

　
①
南
押
原
・
粕
尾
・
菊
沢
・
西
大
芦
・

北
押
原
の
５
地
区
か
ら
申
請
書
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。
申
請
さ
れ
た
事
業

計
画
に
つ
い
て
は
、
各
地
区
か
ら
の

申
請
書
お
よ
び
事
業
計
画
書
に
意
見

書
を
付
与
し
、
公
共
性
や
公
益
性
、

事
業
効
果
な
ど
の
15
項
目
に
つ
い
て

審
査
し
、交
付
決
定
を
行
い
ま
し
た
。

申
請
地
区
で
は
附
帯
さ
れ
た
意
見
を

考
慮
し
た
内
容
で
、
事
業
に
着
手
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
各
々
の
事

業
に
つ
い
て
は
、
年
度
ご
と
に
そ
の

効
果
等
を
検
証
し
、
必
要
に
応
じ
修

正
等
も
加
え
な
が
ら
事
業
を
進
め
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
②
現
在
未
申
請
の
12
地
区
か
ら
申

請
が
提
出
さ
れ
る
も
の
と
想
定
し
て

い
ま
す
。
平
成
30
年
度
に
お
い
て
、

引
き
続
き
各
地
区
の
事
業
検
討
会
議

等
に
地
区
担
当
職
員
が
参
加
し
、
事

業
の
周
知
や
円
滑
な
推
進
に
向
け
た

支
援
も
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。
ま

た
、
先
行
地
区
の
事
業
内
容
を
広
報

か
ぬ
ま
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
開

し
、
現
在
検
討
中
の
地
区
に
お
い
て

参
考
事
例
と
し
て
活
用
い
た
だ
く
こ

と
も
考
え
て
お
り
、
今
後
も
市
民
に

対
し
、
地
域
の
夢
実
現
事
業
の
Ｐ
Ｒ

に
努
め
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
各

地
区
に
お
い
て
も
、
事
業
計
画
の
進

捗
や
実
施
状
況
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
だ
よ
り
等
に
掲
載
し
、
常
に

地
域
住
民
が
参
加
し
や
す
い
体
制
を

整
え
な
が
ら
、
地
域
の
協
働
に
よ
る

地
域
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

阿 議員

質
　
　
問  

　
陸
上
競
技
場
の
整
備
に
つ
い
て
伺

う
。

答
　
　
弁
（
教
育
次
長
）  

今
の
時
代
に
合
っ
た
施
設
整

備
を
計
画
的
に
進
め
て
い
き

ま
す
。

　
鹿
沼
運
動
公
園
は
、
昭
和
55
年
の

第
35
回
国
民
体
育
大
会
「
栃
の
葉
国

体
」
の
際
に
段
階
的
に
整
備
を
行
っ

た
こ
と
か
ら
、
開
設
か
ら
お
お
む
ね

35
年
か
ら
40
年
が
経
過
し
、
施
設
の

老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
陸
上
競

技
場
に
つ
い
て
は
、
日
本
陸
上
競
技

連
盟
第
４
種
陸
上
競
技
場
の
公
認
を

平
成
33
年
４
月
ま
で
５
年
間
継
続
す

る
た
め
に
、
平
成
27
年
度
に
整
備
工

事
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
市
内
の
陸
上
競
技
関
係
者
か
ら
も

「
ト
ラ
ッ
ク
を
全
天
候
舗
装
に
改
修

し
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
意
見
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
の
で
、
利
用
者
の
ニ

ー
ズ
に
つ
い
て
は
十
分
認
識
し
て
い

ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
第
７
次
鹿
沼
市
総
合
計
画
や
鹿

沼
市
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
に
そ
の
方
針
を

掲
げ
て
お
り
、
今
後
の
時
代
に
合
っ

た
施
設
整
備
を
計
画
的
に
進
め
て
い

き
ま
す
。
ま
ず
、
平
成
34
年
に
開
催

が
予
定
さ
れ
て
い
る
次
期
国
民
体
育

大
会
「
い
ち
ご
一
会
と
ち
ぎ
国
体
」

の
競
技
場
と
な
る
鹿
沼
総
合
体
育
館

な
ど
の
整
備
を
優
先
的
に
実
施
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

加 藤 美智子阿 部　秀実
地
域
の
夢
実
現
事
業
に
つ
い
て
伺
う

鹿
沼
運
動
公
園
の
整
備
に
つ
い
て

伺
う

そ
の
他
の
質
問
事
項

〇
赤
ち
ゃ
ん
交
流
体
験
事
業
い
ち
ご
未
来

　ふ
れ
愛
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

〇
農
業
と
福
祉
の
連
携
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問
事
項

〇
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

〇
市
立
図
書
館
と
学
校
図
書
館
の
司
書

　に
つ
い
て

〇
新
庁
舎
整
備
に
つ
い
て

〇
ま
ち
の
駅
新
鹿
沼
宿
に
つ
い
て
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津 議員横 議員

質
　
　
問  

　

南
摩
ダ
ム
周
辺
の
整
備
事
業
に
つ

い
て
伺
う
。

答
　
　
弁
（
総
務
部
長
） 

自
立
し
て
管
理
運
営
が
で
き

る
施
設
の
整
備
を
目
指
し
、

地
元
と
調
整
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

　
（
仮
称
）
ハ
ー
ベ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
整

備
事
業
に
つ
い
て
は
、
水
源
地
域
対

策
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
、
地
域
整

備
事
業
、
い
わ
ゆ
る
水
特
事
業
で
地

域
整
備
や
地
域
振
興
の
た
め
に
実
現

す
る
も
の
で
す
。
現
在
、
地
元
選
出

の
委
員
で
構
成
さ
れ
た
（
仮
称
）
ハ

ー
ベ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
推
進

検
討
委
員
会
と
庁
内
の
関
係
課
長
等

で
構
成
さ
れ
た
（
仮
称
）
ハ
ー
ベ
ス

ト
セ
ン
タ
ー
建
設
推
進
委
員
会
を
開

催
し
、
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
地
域
活
性

化
の
拠
点
施
設
と
し
て
自
立
し
て
管

理
運
営
が
で
き
る
施
設
の
整
備
を
目

指
し
、
専
門
的
・
実
用
的
な
技
術
や

知
識
等
を
持
つ
民
間
の
活
用
を
含
め
、

地
元
と
調
整
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
温
泉
掘
削
計
画
に
つ
い
て

は
、
平
成
30
年
度
に
温
泉
掘
削
許
可

申
請
を
行
い
、
平
成
31
年
度
に
温
泉

掘
削
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

ダ
ム
周
辺
道
路
を
活
用
し
た
サ
イ

ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
現
在
、
独
立
行
政
法
人
水
資
源

機
構
に
よ
り
、
ダ
ム
湖
左
岸
部
は
県

道
上
久
我
・
栃
木
線
の
付
け
替
え
を

右
岸
部
は
林
道
の
付
け
替
え
を
進
め

て
お
り
、
ダ
ム
湖
周
辺
や
山
林
を
間

近
に
走
れ
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス

と
し
て
人
気
と
な
る
可
能
性
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
自
転

車
専
用
道
路
と
し
て
の
整
備
は
難
し

い
た
め
、
ど
の
よ
う
な
対
応
が
可
能

か
、
関
係
機
関
と
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

質
　
　
問  

　

鹿
沼
市
の
土
木
・
建
設
事
業
の
諸

問
題
に
つ
い
て
伺
う
。

①
社
会
に
お
け
る
役
割
、
重
要
性

②
雇
用
の
促
進
と
技
術
者
の
育
成

答
　  

弁（
市
長
、都
市
建
設
部
長
）

働
き
方
改
革
や
教
育
訓
練
等

の
充
実
を
図
っ
て
い
く
こ
と

が
大
切
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

①
土
木
・
建
設
業
の
地
域
社
会
に

お
け
る
役
割
は
、
第
一
に
社
会
資
本

整
備
を
通
し
て
、
地
域
産
業
の
活
性

化
と
雇
用
を
維
持
す
る
役
割
、
第
二

に
環
境
美
化
・
保
全
活
動
等
社
会
貢

献
活
動
に
取
り
組
む
役
割
、
第
三
に

災
害
等
の
緊
急
時
に
お
け
る
応
急
・

復
旧
活
動
等
、
地
域
の
安
全
と
安
心

を
守
る
重
要
な
こ
と
と
認
識
を
し
て

い
ま
す
。

　

②
本
市
で
は
、「
地
方
創
生
推
進
交

付
金
活
用
事
業
」
に
よ
り
平
成
28
年

度
か
ら
３
年
間
雇
用
促
進
対
策
を
実

施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
本
年
５

月
に
「
鹿
沼
市
雇
用
・
移
住
・
定
住

促
進
協
議
会
」
を
立
ち
上
げ
、
関
連

機
関
と
連
携
し
た
雇
用
対
策
や
「
求

人
企
業
合
同
面
接
会
」「
新
規
高
等
学

校
卒
業
予
定
者
対
象
就
職
情
報
懇
談

会
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
技
術
者
の

育
成
に
つ
い
て
は
、
鹿
沼
共
同
高
等

産
業
技
術
学
校
で
計
46
名
が
専
門
技

術
を
習
得
す
る
た
め
の
訓
練
を
受
け

て
お
り
、
も
の
づ
く
り
の
訓
練
期
間

は
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
建
設
業

の
担
い
手
・
技
術
者
不
足
は
、
災
害

時
の
初
動
対
応
等
の
役
割
が
担
え
な

く
な
り
、
安
全
安
心
な
市
民
生
活
の

維
持
に
支
障
が
生
じ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
人

材
を
確
保
し
て
い
く
た
め
、
処
遇
の

改
善
、
週
休
２
日
制
の
実
現
、
長
時

間
労
働
の
是
非
と
い
っ
た
働
き
方
改

革
や
教
育
訓
練
等
の
充
実
を
図
っ
て

い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。

津 久井 健吉横 尾　武男
鹿
沼
市
の
土
木
・
建
設
事
業
に

つ
い
て
伺
う

南
摩
ダ
ム
に
つ
い
て
伺
う

そ
の
他
の
質
問
事
項

〇
新
庁
舎
整
備
事
業
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問
事
項

〇
道
路
整
備
事
業
に
つ
い
て

〇
野
生
鳥
獣
に
よ
る
被
害
対
策
に
つ
い
て
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市 議員

質
　
　
問  

　
鹿
沼
高
校
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
フ
ォ

ー
ラ
ム
（
課
題
解
決
型
学
習
）
の
コ

ン
セ
プ
ト
及
び
本
市
の
関
わ
り
に
つ

い
て
伺
う
。

答
　
　
弁
（
教
育
長
） 

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
指
導

助
言
や
テ
ー
マ
の
探
求
作
業

等
へ
の
協
力
を
行
い
ま
し
た
。

　
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
フ
ォ
ー
ラ
ム
と

は
、
栃
木
県
立
鹿
沼
高
等
学
校
主
催

の
事
業
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を

持
ち
、
急
激
な
社
会
変
化
に
対
応
し

な
が
ら
自
主
的
・
主
体
的
に
活
動
し
、

自
分
の
将
来
像
を
自
ら
実
現
し
よ
う

と
す
る
人
材
の
育
成
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
そ

の
研
究
対
象
に
鹿
沼
市
第
６
次
総
合

計
画
の
施
策
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
市

へ
提
案
・
提
言
で
き
る
内
容
に
し
て

い
く
た
め
の
指
導
・
助
言
を
行
う
職

員
の
派
遣
依
頼
が
あ
り
応
じ
ま
し

た
。
４
月
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

で
、
現
在
の
行
政
が
抱
え
る
基
本
的

な
問
題
点
、
具
体
的
な
取
り
組
み
、

総
合
計
画
、
総
合
戦
略
な
ど
に
関
す

る
講
話
を
実
施
し
、
テ
ー
マ
ご
と
に

分
か
れ
た
グ
ル
ー
プ
へ
の
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
し
て
指
導
助
言
や
テ
ー
マ
の

探
求
作
業
な
ど
へ
の
協
力
を
行
い
ま

し
た
。

　
各
グ
ル
ー
プ
は
テ
ー
マ
ご
と
に
５

つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
か
れ
、
研
究

を
重
ね
、
９
月
に
カ
テ
ゴ
リ
ー
代
表

を
選
出
し
ま
し
た
。
10
月
に
は
全
体

発
表
を
行
い
最
優
秀
グ
ル
ー
プ
が
決

定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
優
秀
賞
に

選
考
さ
れ
た
各
カ
テ
ゴ
リ
ー
１
位
グ

ル
ー
プ
の
作
品
を
11
月
６
日
か
ら
30

日
ま
で
、
生
徒
活
動
の
発
表
を
展
示

す
る
場
と
し
て
、
市
役
所
本
館
１
階

ロ
ビ
ー
を
提
供
し
ま
し
た
。

舘 議員

質
　
　
問  

　
南
押
原
地
区
の
振
興
に
つ
い
て
、

地
域
の
夢
実
現
事
業
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
弁
（
市
　
長
）  

今
後
の
地
域
づ
く
り
の
モ
デ

ル
ケ
ー
ス
の
位
置
づ
け
で
、

他
地
区
の
参
考
と
な
る
よ
う

な
事
業
展
開
に
期
待
を
寄
せ

て
い
ま
す
。

　
地
域
の
夢
実
現
事
業
は
、
少
子
高

齢
化
の
進
行
や
人
口
減
少
に
対
応
す

る
た
め
、
地
域
の
資
源
等
を
活
用
し

な
が
ら
、
地
域
の
活
力
を
創
造
し
て

い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
今
回
、
南
押
原
地
区
で
計
画
さ
れ

て
い
る
「
友
遊
館
事
業
」
は
、
旧
南

押
原
児
童
館
を
改
修
し
、「
困
っ
て

い
る
人
を
近
所
で
支
え
合
う
福
祉
の

ま
ち
」、「
心
を
育
む
元
気
な
子
供
た

ち
の
ま
ち
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
て
、

高
齢
者
や
子
供
た
ち
が
集
う
サ
ロ
ン

や
カ
フ
ェ
、
学
び
の
場
、
地
域
の
博

物
館
等
を
設
置
し
、
運
営
し
て
い
く

計
画
で
あ
り
、
さ
ら
に
こ
こ
を
拠
点

と
す
る
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
る
た

め
の
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
や
高
齢
者
の
買

い
物
支
援
の
実
施
な
ど
、
多
様
な
事

業
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
審
査
会
で
も
、「
盛
り
だ
く
さ
ん
の

内
容
で
あ
り
、
地
域
住
民
の
参
加
と

協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
が
、
先
導
的

事
業
と
し
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と

い
う
意
見
が
付
さ
れ
た
採
択
を
さ
れ

て
お
り
、
本
市
と
し
て
は
、
今
後
の

地
域
づ
く
り
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
い

う
位
置
づ
け
で
、
他
地
区
の
参
考
と

な
る
よ
う
な
事
業
展
開
に
期
待
を
寄

せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
た
め
、

今
後
も
関
係
部
局
や
地
域
担
当
職
員

が
地
域
と
の
連
携
を
よ
り
一
層
強
め
、

円
滑
に
事
業
も
実
現
が
図
れ
る
よ
う

支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

舘 野　裕昭市 田　 登
鹿
沼
市
の
次
代
を
担
う
青
少
年
育

成
に
つ
い
て
伺
う

南
押
原
地
区
の
振
興
に
つ
い
て

伺
う

そ
の
他
の
質
問
事
項

〇
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
併
設
さ
れ

　た
地
区
公
民
館
に
つ
い
て

〇
小
中
学
校
に
お
け
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

　の
設
置
・
利
用
状
況
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問
事
項

〇
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
つ
い
て

〇
新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

〇
旧
総
合
教
育
研
究
所
分
室
跡
地
に
つ
い

　て
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鈴 議員大 議員

質　
　

問  

　

市
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁
（
市　

長
）  

市
民
の
皆
さ
ん
の
信
任
を
い

た
だ
い
た
こ
と
で
、
新
庁
舎

整
備
基
本
計
画
に
基
づ
き
作

業
に
着
手
し
た
次
第
で
す
。

　

現
在
ま
で
の
経
過
に
つ
い
て
、
平

成
24
年
９
月
に
「
鹿
沼
市
庁
舎
整
備

検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
、
以
降
庁

舎
の
規
模
や
位
置
、
機
能
等
の
「
基

本
構
想
に
必
要
な
事
項
」
に
つ
い
て
、

合
計
９
回
議
論
を
し
て
い
ま
す
。
平

成
26
年
10
月
に
は
、「
鹿
沼
市
新
庁
舎

整
備
基
本
計
画
策
定
推
進
会
議
」
を

設
置
し
て
合
計
５
回
議
論
を
し
、
今

年
度
か
ら
は
「
鹿
沼
市
新
庁
舎
整
備

市
民
会
議
」
を
設
置
し
、
こ
れ
ま
で

公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
実
施
要
領

等
に
つ
い
て
検
討
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
２
回
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
お
り
、
１
回
目

の
車
座
集
会
等
で
は
回
答
層
に
か
な

り
の
偏
り
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
ま

す
。
２
回
目
の
世
論
調
査
で
は
、
庁

舎
位
置
に
つ
い
て
現
在
地
と
他
の
場

所
が
全
く
の
同
率
38
・
７
％
で
し
た
。

　

次
に
、
市
長
選
挙
で
の
市
庁
舎
建

設
に
関
す
る
公
約
、
主
張
に
つ
い
て

私
は
「
先
延
ば
し
は
で
き
な
い
。
費

用
を
抑
制
し
、
時
期
を
考
え
た
い
」

あ
る
い
は
「
場
所
は
現
在
地
、
総
額

60
億
円
を
上
限
に
引
き
続
き
検
討
し

て
い
く
考
え
」
等
を
主
張
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
信
任

を
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、
新
庁
舎
整

備
基
本
計
画
に
基
づ
き
作
業
に
着
手

し
た
次
第
で
す
。

　

今
後
も
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
、
鹿

沼
市
新
庁
舎
整
備
市
民
会
議
で
の
協

議
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
実
施
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

質　
　

問  

　

土
地
利
用
に
つ
い
て
、
平
成
18
年

改
正
都
市
計
画
法
施
行
以
前
よ
り
、

調
整
区
域
内
に
建
築
し
て
あ
る
公
共

公
益
施
設
の
農
業
振
興
地
域
へ
の
拡

張
に
伴
う
開
発
許
可
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
　

弁
（
都
市
建
設
部
長
） 

一
部
の
公
共
公
益
施
設
は
、

農
振
農
用
地
へ
の
敷
地
拡
張

は
で
き
な
い
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

平
成
18
年
改
正
都
市
計
画
法
に
よ

り
、
そ
れ
ま
で
開
発
許
可
が
不
要
で

あ
っ
た
公
共
公
益
施
設
が
許
可
対
象

に
加
え
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
、
市
街

化
調
整
区
域
に
建
築
し
て
あ
る
公
共

公
益
施
設
の
敷
地
拡
張
に
伴
う
開
発

許
可
に
つ
い
て
は
、
都
市
計
画
法
第

34
条
の
許
可
基
準
に
基
づ
き
、
審
査

を
行
っ
て
い
ま
す
。「
栃
木
県
開
発

審
査
会
運
営
規
定
」
に
よ
れ
ば
、
一

部
の
公
共
公
益
施
設
の
敷
地
拡
張

は
、
当
該
区
域
に
「
農
業
振
興
地
域

の
整
備
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
く

農
用
地
区
内
農
地
等
保
全
す
べ
き
土

地
、
い
わ
ゆ
る
農
振
農
用
地
が
現
在

含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
等
の
条
件
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

一
部
の
公
共
公
益
施
設
に
お
い
て
は
、

農
振
農
用
地
へ
の
敷
地
拡
張
は
で
き

な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

規
定
は
、
栃
木
県
が
栃
木
県
の
開
発

審
査
会
の
議
論
を
経
て
定
め
た
も
の

で
、
市
で
ど
う
こ
う
言
え
る
も
の
で

は
な
い
た
め
、
こ
の
審
査
規
定
に
基

づ
い
て
適
正
に
審
査
を
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
都
市
計
画
法
第
34
条
の
第

11
号
条
例
で
規
定
す
る
土
地
区
域
に

つ
い
て
は
、
農
振
農
用
地
は
含
ん
で

は
い
け
な
い
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

そ
れ
に
従
っ
て
進
め
て
い
か
ざ
る
を

得
な
い
状
況
で
す
。
た
だ
、
そ
の
農

振
農
用
地
を
外
し
た
そ
の
区
域
以
外

の
場
所
に
つ
い
て
、
郡
部
等
の
既
存

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
の
観
点
と
、
そ

の
辺
の
有
効
性
も
含
め
な
が
ら
、
都

市
計
画
法
第
34
条
の
第
11
号
の
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
研

究
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

鈴 木 　毅大 貫 　毅
都
市
計
画
区
域
に
つ
い
て
伺
う

市
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
伺
う

そ
の
他
の
質
問
事
項

〇
予
算
編
成
に
つ
い
て

〇
「
い
ち
ご
市
」
か
ぬ
ま
の
今
後
の
戦
略

　
に
つ
い
て

〇
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
推
進
に

　
つ
い
て
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鰕 議員佐 議員

質
　
　
問  

　
前
日
光
ハ
イ
ラ
ン
ド
ロ
ッ
ジ
に
つ

い
て
伺
う
。（
大
規
模
改
修
を
実
施

し
、
市
西
北
部
の
経
済
活
性
化
を
図

る
べ
き
）

答
　
　
弁
（
経
済
部
長
） 

適
切
な
修
繕
を
継
続
し
な
が

ら
施
設
の
長
寿
命
化
を
図
り
、

集
客
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
前
日
光
ハ
イ
ラ
ン
ド
ロ
ッ
ジ
は
、

平
成
３
年
に
整
備
さ
れ
、
平
成
13
年

度
か
ら
平
成
16
年
度
に
か
け
て
改
修

工
事
を
行
い
、
近
年
で
は
ト
イ
レ
の

洋
式
化
、
動
物
触
れ
合
い
施
設
の
新

築
、
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
整
備
、

あ
ず
ま
や
の
更
新
、
さ
ら
に
は
井
戸

湿
原
の
環
境
整
備
に
努
め
、
山
を
愛

す
る
多
く
の
方
か
ら
ご
好
評
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
前
日
光
ハ
イ
ラ
ン
ド
ロ
ッ
ジ

周
辺
は
、
標
高
が
１
２
０
０
メ
ー
ト

ル
を
超
え
、
夏
の
雷
、
冬
の
降
雪
や

強
風
な
ど
、
市
内
で
最
も
過
酷
な
気

象
条
件
に
あ
る
た
め
、
施
設
の
劣
化

が
進
み
や
す
い
状
況
に
あ
り
、
毎
年

設
備
を
十
分
点
検
し
、
必
要
な
修

繕
を
行
い
な
が
ら
利
用
し
て
き
ま
し

た
。

　
前
回
の
大
規
模
改
修
か
ら
約
15
年

が
経
過
し
、
簡
易
宿
泊
施
設
な
ど
一

部
に
老
朽
化
が
認
め
ら
れ
ま
す
が
、

安
全
対
策
を
最
優
先
に
当
分
の
間
は

適
切
な
修
繕
を
継
続
し
な
が
ら
施
設

の
長
寿
命
化
を
図
り
、
横
根
高
原
の

魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

す
る
な
ど
、
集
客
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

　
さ
ら
に
、
古
峯
神
社
や
大
芦
川
、

前
日
光
つ
つ
じ
の
湯
交
流
館
、
あ
わ

の
山
荘
な
ど
、
周
辺
一
帯
の
観
光
資

源
と
連
携
を
図
る
こ
と
で
そ
れ
ぞ
れ

の
施
設
・
資
源
の
魅
力
ア
ッ
プ
を
図

り
、
前
日
光
県
立
自
然
公
園
を
含
む

西
北
部
全
体
の
経
済
活
性
化
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

質
　
　
問  

　
本
市
の
野
生
鳥
獣
被
害
の
現
状
と

防
止
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
　
弁
（
経
済
部
長
） 

今
年
度
か
ら
シ
カ
用
の
高
さ

２
メ
ー
ト
ル
の
柵
の
支
給
お

よ
び
市
の
報
償
金
を
通
年
支

給
と
し
ま
し
た
。

　
現
状
に
つ
い
て
は
、
山
林
の
荒
廃

が
進
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、
野
生
鳥
獣

が
え
さ
を
求
め
て
人
里
に
下
り
て
く

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
作
物
や
果

実
の
味
を
覚
え
て
し
ま
っ
た
野
生
鳥

獣
は
、
人
里
を
え
さ
場
と
し
て
し
ま

い
、
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
を
行
っ
て
い

ま
す
が
被
害
は
思
う
よ
う
に
減
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
有
害
鳥
獣
の
捕
獲

者
の
減
少
と
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま

す
。

　
昨
年
度
の
本
市
の
農
業
被
害
額

は
、
３
，
０
７
６
万
３
千
円
で
あ

り
、
主
に
水
稲
、
ソ
バ
、
野
菜
類
の

食
害
が
多
い
状
況
で
す
。
被
害
防
止

策
、
鳥
獣
の
隠
れ
家
と
な
っ
て
い
る

土
地
の
適
正
な
管
理
、
防
護
柵
の
設

置
、
捕
獲
な
ど
で
あ
り
ま
す
が
、
市

で
行
っ
て
い
る
主
な
対
策
は
地
域
や

個
人
で
設
置
す
る
柵
へ
の
支
援
、
有

害
鳥
獣
捕
獲
者
へ
の
報
償
金
の
支
給

で
す
。

　
次
に
、
今
後
の
被
害
の
防
止
対
策

強
化
に
つ
い
て
、
今
年
度
か
ら
シ
カ

用
の
高
さ
２
メ
ー
ト
ル
の
柵
も
支
給

す
る
こ
と
に
し
、
ま
た
、
有
害
鳥
獣

捕
獲
者
へ
の
市
の
報
償
金
も
狩
猟
期

間
も
含
め
た
通
年
支
給
と
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
鹿
沼
市
鳥
獣
被
害
対

策
実
施
隊
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強

化
し
、
野
生
動
物
を
呼
び
寄
せ
て
い

る
放
置
作
物
や
隠
れ
家
の
調
査
、
所

有
者
な
ど
へ
の
指
導
、
捕
獲
対
策
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

鰕 原　一男佐 藤　 誠
前
日
光
ハ
イ
ラ
ン
ド
ロ
ッ
ジ
に

つ
い
て
伺
う

野
生
鳥
獣
被
害
の
防
止
に
つ
い
て

伺
う

そ
の
他
の
質
問
事
項

〇
新
庁
舎
整
備
事
業
費
に
つ
い
て

〇
新
庁
舎
整
備
基
本
構
想
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問
事
項

〇
新
庁
舎
整
備
事
業
に
つ
い
て
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平成29年第４回

12月定例会の結果 定例会で人事等が決まりました。

　特別委員会の設置
　本会議で特別委員会を設置しました。（議員案第10
号・11号）

◇議会改革特別委員会（定数10人）

委員長 増渕　靖弘

副委員長 大貫　武男

委員
佐藤　　誠、舘野　裕昭、大貫　　毅、
鈴木　敏雄、津久井健吉、小島　　実、
鰕原　一男、船生　哲夫

付託調査事項

１．議員定数について
２．政務活動費と議員報酬について
３．議会改革度向上について
４．視察報告書の全議員提出について
５．その他議会改革に関する事項

◇かぬま魅力向上特別委員会（定数11人）

委員長 赤坂　日出男

副委員長 大島　久幸

委員
石川さやか、鈴木　　毅、島田　一衛、
阿部　秀実、加藤美智子、市田　　登、
荒井　正行、湯澤　英之、横尾　武男

付託調査事項

１．鹿沼市の魅力向上について
２．教育と子育てを中心とした、市外在
　  住者への移住・定住促進について
３．鹿沼市の主に県内他市町との比較
　  における、本市の魅力の分析について
４．その他かぬま魅力向上に関する事項

　委員会が付託された調査事項について、今後検
討していきます。

　請願 ･ 陳情の結果
　定例会で審査した結果は次のとおりです。
■陳情第３号　新庁舎の早期整備について

継続審査

■陳情第４号　「新市庁舎」整備について
継続審査

　人　事　　　　　　　  （敬称略）
　本会議で人事が決まりました。（議案第104～109号）

　　人権擁護委員

　　  関口　昌江（せきぐちまさえ・久野）
　　  小太刀良男（こだちよしお・下永野）
　　  宇賀神文惠（うがじんふみえ・下奈良部町）
　　  渡邉　雅紀（わたなべまさき・佐目町）
　　  吉井　和夫（よしいかずお・三幸町）

▶用語解説「人権擁護委員」

　人権擁護委員法に基づいて、日本各市町村に設置される非
常勤職。法務大臣が委嘱する民間のボランティア。任期は３年
で、再任も可能。給与の支給はないが、職務を行うために要す
る費用の弁償を受けることができる。日常生活の中で人権尊重
思想の普及高揚を図るとともに、人権侵害による被害者を救済
し、人権を擁護していく活動をしている。

　　鹿沼市公平委員会委員

　　  木村　剛考（きむらよしたか・朝日町）

▶用語解説「公平委員会委員」

　公平委員会は地方公共団体職員の身分及び権利を保障するた
めに市町村等に設置される公正・中立な第三者的人事機関。３
人の委員で構成される合議制の機関で、各委員は人格が高潔で
地方自治の本旨及び民主的で能率的な事務処理に理解があり、
かつ人事行政に関し識見を有する者のうちから議会の同意を受
けて市長が選任する。

　請願 ･ 陳情はこんな方法で
　請願・陳情とは、市政全般について議会に実情の善
処を要望することです。
　そのうち議員の紹介があるものは請願になります。
　Ａ４版、署名または記名押印して提出してください。

※注意事項

①鹿沼市の権限内の事務に限ります。
②要旨や理由は簡潔に記入してください。
③道路・水路等は地図または略図を添付してください。

件名　○○○○について

要旨　○○○○の△△に関する
××を要望します。

理由　□□□□□□□□□□
□□□□□□□。

平成　年　月　日
鹿沼市議会議長様

請願人代表　
　　鹿沼市○○町○○番地○
         鹿沼　太郎○印

請　願　書

紹介議員

氏　　名
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提出議案について

議員の賛否を公表市長提出議案24件、議員提出議案２件が提出されました。
議員数23名、表決参加議員数22名（議長は表決には加わりません。）

議案103　鹿沼市監査委員の選任について
本市監査委員湯澤英之氏が平成29年9月25日をもって辞

職したので、新たに佐藤誠氏を選任するためのものです。

賛
　
成

【公明党】荒井正行・鈴木敏雄
【自由民主党】増渕靖弘・横尾武男
【親悠会】市田　登・谷中恵子
【自民党クラブ】鈴木　毅・津久井健吉
　　　　  鰕原一男

反
　
対

【経世会】石川さやか・舘野裕昭・小島　実
　　　　  湯澤英之
【民進党】島田一衛・大貫　毅
【無所属市民クラブ】加藤美智子・大島久幸
　　　　  大貫武男・船生哲夫
【自民党クラブ】赤坂日出男　
【日本共産党】阿部秀実

除
斥【親悠会】佐藤　誠

議案107　人権擁護委員候補者の推薦について
　　（17ページをご覧ください。）

賛
　
成

【公明党】荒井正行・鈴木敏雄
【経世会】石川さやか・舘野裕昭・小島　実
　　　　  湯澤英之
【民進党】島田一衛・大貫　　毅
【無所属市民クラブ】加藤美智子・大島久幸
　　　　  大貫武男・船生哲夫
【親悠会】市田　登・谷中恵子
【自民党クラブ】鈴木　毅・津久井健吉
　　　　  赤坂日出男
【日本共産党】阿部秀実

反
対
【自由民主党】増渕靖弘・横尾武男
【親悠会】佐藤　誠

不
参
加
【自民党クラブ】鰕原一男

議案109　鹿沼市公平委員会委員の選任について
　　（17ページをご覧ください。）

賛
　
成

【公明党】荒井正行・鈴木敏雄
【自由民主党】横尾武男
【経世会】石川さやか・舘野裕昭
　　　　  小島　実・湯澤英之
【民進党】島田一衛・大貫　　毅
【無所属市民クラブ】加藤美智子・大島久幸
　　　　  大貫武男・船生哲夫
【親悠会】市田　登・谷中恵子
【自民党クラブ】赤坂日出男
【日本共産党】　阿部秀実

反
　
対

【自由民主党】増渕靖弘
【自民党クラブ】鈴木　毅
　　　　  津久井健吉・鰕原一男
【親悠会】佐藤　誠

議案111　鹿沼市議会議員の議員報酬及び費用弁
　　　　償等に関する条例の一部改正について
人事院勧告に基づく国家公務員の給与改定に準じ、市
議会議員の期末手当の額を引き上げるためのものです。

議案112　鹿沼市長等の給与及び旅費に関する条
　　　　例の一部改正について
人事院勧告に基づく国家公務員の給与改定に準じ、市
長、副市長及び教育長の期末手当の額を引き上げるため
のものです。

議案113　鹿沼市一般職の職員の給与に関する条
　　　　例の一部改正について
人事院勧告に基づく国家公務員の給与改定に準じ、一
般職の職員の給料表及び勤勉手当の額を引き上げるため
のものです。

賛
　
成

【公明党】荒井正行・鈴木敏雄
【自由民主党】増渕靖弘・横尾武男
【経世会】石川さやか・舘野裕昭・小島　実
　　　　  湯澤英之
【民進党】島田一衛・大貫　毅
【無所属市民クラブ】加藤美智子・大島久幸
　　　　  大貫武男・船生哲夫
【自民党クラブ】鈴木　毅・津久井健吉
　　　　  赤坂日出男　
【日本共産党】阿部秀実
【親悠会】市田　登・佐藤　誠
　　　　  谷中恵子

不
参
加
【自民党クラブ】鰕原一男

賛否の分かれた議案

賛成 21名

不参加 01名

12/18 可決

賛成 17名

反対 05名

11/27 可決 賛成 　9
名

反対012
名

除斥 　1
名

11/27 否決

賛成　1
8名

反対　0
3名

不参加  
1名

11/27 可決
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注目議案の解説

クローズアップ 鹿沼市や私たちの暮らしに関係することが議会で決定しました！

～若者の集いの場を整備～

４月から音楽スタジオがオープン♪
■議案第99号　鹿沼市民文化センター条例の一部改正について
　市民文化センター内に整備中の「音楽スタジオ」がこの４月にオープンします。部屋は防
音や遮音にも気を配った作りで、ドラムセットやギターアンプなどが常設され、思い切りバ
ンド練習ができます。利用料金も市内在住者は１時間あたり300円と、利用しやすい料金設定になっています。若者の
バンド練習を始め、様々な音楽の「いちごいちえ」に活用し、市民の文化芸術活動を支援します。

全議員が賛成した議案（可決）

条
例
の
一
部
改
正

議案99　鹿沼市民文化センター条例の一部改
正について

平成30年４月から、鹿沼市民文化センターに音
楽スタジオを設置するためのものです。

議案100　鹿沼市まちの駅新鹿沼宿条例の一部
改正について

平成30年４月から、鹿沼市まちの駅新鹿沼宿に
販売店舗用スペースとしてウッドユニットを設置
するためのものです。

議案101　鹿沼市道路占用料条例の一部改正に 
ついて

道路法施行令の一部改正に伴い、国道の道路占
用料に準じて、占用料の額の引き下げ等をするた
めのものです。

議案102　鹿沼市都市公園条例の一部改正につ
いて

出会いの森総合公園の利用料金を見直し、指定
管理者による民間の活力を生かした管理運営を推
進するためのものです。

人
　
事

議案104　人権擁護委員候補者の推薦について
　　（17ページをご覧ください。）
議案105　人権擁護委員候補者の推薦について
　　（17ページをご覧ください。）
議案106　人権擁護委員候補者の推薦について
　　（17ページをご覧ください。）
議案108　人権擁護委員候補者の推薦について
　　（17ページをご覧ください。）
議案110　鹿沼市監査委員の選任について
　　（20ページをご覧ください。）

議
員
提
出
議
案

議員案10　議会改革特別委員会の設置について
　　（17ページをご覧ください。）
議員案11　かぬま魅力向上特別委員会の設置に

ついて
　　（17ページをご覧ください。）

平
成
29
年
度  

補
正
予
算

議案90　平成29年度鹿沼市一般会計補正予算
（第３号）について

補正額を２億1,010万９千円の増とし、予算総
額を396億1,614万５千円とするものです。

議案91　平成29年度鹿沼市介護保険特別会計
補正予算（第２号）について

補正額151万２千円の増とし、予算総額を78億
5,432万円とするものです。

指
定
管
理
者

議案92　指定管理者の指定について
出会いの森総合公園及び出会いの森親水公園の

指定管理者として、特定非営利活動法人出会いの
森管理協会を指定するためのものです。

市
　
道

　
路

　
線

議案93　市道路線の認定について
東町、千渡及び中粕尾地内において移管を受ける

旧県道及び上奈良部町地内における県営上奈良部
地区土地改良（区画整理）事業等に伴い新たに築造
された道路を、市道として認定するためのものです。

議案94　市道路線の廃止について
上奈良部町地内における県営上奈良部地区土地改

良（区画整理）事業、深津地内における県営深津地
区土地改良（区画整理）事業等に伴い、道路形態の
なくなった市道を廃止するためのものです。

議案95　市道路線の変更について
引田、佐目町及び深程地内における道路改良、

上奈良部町地内における県営上奈良部地区土地改
良（区画整理）事業等に伴い、関係する市道の起
点及び終点を変更するためのものです。

条
例
の
一
部
改
正

議案96　鹿沼市特別職の職員で非常勤のもの
の報酬及び費用弁償に関する条例の
一部改正について

市税等徴収嘱託員及び主任介護支援専門員の報
酬の額を定めるためのものです。

議案97　鹿沼市税条例の一部改正について
地方税法等の一部改正に伴い、固定資産税にお

ける家庭的保育事業に係る課税標準額の特例、個
人の市民税における住宅借入金等特別控除の適用
期限の延長等を定めるためのものです。

議案98　鹿沼市都市計画税条例の一部改正に
ついて

地方税法の一部改正に伴い、特定事業所内保育
施設に係る固定資産及び市民緑地の用に供する土
地について、都市計画税の課税標準額の特例を定
めるためのものです。

全員が
賛成

可決
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議会の詳しい情報は、鹿沼市議会のホームページをご覧ください。

議会に関することは何でもお気軽にご意見をお寄せください。 この議会広報紙は31,000部作成し、1部当たり18.1円です。gikai-jimu@city.kanuma.lg.jp

検 索鹿沼市議会

議会からの お 知 ら せ
NEWS & INFORMATION

２月
月 火 水 木 金 土 日

３月

10：00
議会運営委員会

10：00
本会議（第1日）
提出議案の説明

10：00
本会議（第4日）
議案質疑・一般質問

10：00
本会議（第3日）
議案質疑・一般質問

  9：00
議会運営委員会
10：00
本会議（第2日）
議案質疑・一般質問

10：00
文教民生常任委員会
建設水道常任委員会

  9：00
議会運営委員会
10：00
本会議（第5日）
採決
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　平成29年12月21日㈭足立区役所に
おいて、足立区議会・鹿沼市議会意見
交換会が開催されました。この意見交
換会は、今年度発足した足立・鹿沼友
好自治体議員連絡協議会の初めての会
合となります。協議会における本市議
会の役員は、正副議長・議会運営委員
長・各常任委員長の７名です。
　鹿沼市と足立区とは、平成４年に友
好都市を提携し、市議会も区議会と
様々な交流を続けてきました。議会とし
て協議会を発足し、両自治体間の友好
関係の促進に寄与するため、両議会が
相互に交流を深め、情報交換等を行い
ます。
　今回の会合では、足立区議会写真部
作品展を見学しました。特別参加とし
て本市議員４名の作品13点を出展しま
した。その後、意見交換会が和やかな
雰囲気の中で開催されました。

　平成29年12月８日に開催された第
４回定例会において、議会選出の監査
委員に大貫武男議員を選任することに全
会一致で同意しました（議案第110号）。

監査委員　大貫　武男

　板荷の日枝神社の祭り「アンバ様」
は、市指定無形民俗文化財です。家々
を回って悪魔を払い春の訪れを告げる
行事で、二日間にわたって行われます。
近年は地区外からのお客様も多く、人
気が高まっています。

（画像提供：鹿沼市観光交流課）

足立区議会・鹿沼市議会　意見交換会が開催されました。

監査の選任

表紙の写真は

議会カレンダー　～議会を傍聴しませんか～

※なお、正式な日程は議会運営委員会で決定します。詳細は議会ホームページを
　ご覧いただくか、または議会事務局までお問い合わせください。（電話63ー2203）
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